
Ⅰ．はじめに

　シイタケの原木栽培においては，作業の省力化が重要な課題と

なっている。筆者らは，過去に人工ほだ場の有効利用を目的とし

て，棚を用いた栽培について検討を行い，ほだ起こし作業を省略

した栽培の可能性を報告（石井，２００１）した。

　この結果を元に，人工ほだ場を使用して，ほだ起こし作業の省

略を前提とした栽培が，子実体発生量および作業の効率化に与え

る影響を検討するための栽培試験を開始した。今回は，伏せ込み

の作業工程調査の結果と１年次までの子実体発生状況について報

告する。

Ⅱ．材料および方法

　直入町産１４年生のクヌギ原木を常法により調整し，２００１年３月

上旬に市販品種の木片種菌（菌興　１１５号）を接種したほだ木を

供試した。

　ほだ起こし作業を省略することから，伏せ込みから子実体発生

までを同一場所で行うこととし，当センター内の集約栽培施設

（人工ほだ場）を使用した。

　伏せ込み方法は，Ａ区：よろい伏せ，Ｂ区：合掌伏せ，Ｃ区：

棚（２段）伏せの３種類とし，種菌接種後のほだ木を伏せ込み予

定地の横に棒積みしておき，伏せ込み作業に要した時間を計測し

た。Ｂ区については事前に支柱を立て列を設置し，Ｃ区の棚につ

いては以前の報告（石井，２００１）で試作した２段の棚を用いた。

　ほだ木の育成管理は，種菌接種年の５月まで，降雨のない日が

２日続いたら３日目に降雨５０㎜相当の散水を行う水分管理を実施

した。

　種菌接種後８ヶ月経過した２００１年１１月中旬に，各試験区から５

本のほだ木を無作為に抽出して剥皮を行い，材表面および断面の

シイタケ菌糸蔓延率（以下，蔓延率とする）を調査した。蔓延率

は，肉眼により５％刻みで判定し，断面についてはほだ木を４等

分し３断面の蔓延率を測定した。

　接種後１８ヶ月経過した２００２年９月中旬に，害菌の発生状況を

剥皮調査の残存ほだ木について調査した。調査は，蔓延率と同様

に肉眼判定とし，ほだ木樹皮表面に発生している害菌の種類と被

害面積率を測定した。なお，剥皮調査を行ったほだ木についても

同様の調査を実施した。

　子実体発生期間については水分管理を行わず，自然条件下で子

実体発生量調査を実施している。発生量調査は，現在も継続中で，

子実体が７～８分に開いた時点で収穫し，個数・生重量・乾燥重

量を測定し，あわせて，子実体の採取に要する時間を計測した。

Ⅲ．結果および考察

　１．伏せ込み作業の工程調査

　試験区別の工程調査結果を表－１に示した。Ａ区が他の試験区

と比較して作業に要した時間が１０～３０％短く効率的であった。Ｂ

区とＣ区では，単位当たり工程の比較で一定の傾向がみられず，

伏せ込み方法の違いによる工程には差がないと考えられる。

　大分県の生産現場では，Ａ区の方法に近い形での伏せ込み方法

が一般的であることから，Ｂ区およびＣ区の方法では労働時間が

増加することになる。そこで，生産現場の状況をみると，経営調

査の結果（飯田，未発表）では，伏せ込み作業工程は１．８時間／

m３であり，ほだ起こし作業工程は１．９時間／m３となっていた。し

たがって，伏せ込み工程で１０～３０％程度の作業時間の増加となっ

た場合でも，ほだ起こし工程を省略することを前提条件としてい

るので，生産現場においても省力化が可能と考えられる。
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表－１．伏せ込み工程調査結果

単位当たり作業時間伏せ込みの状況

列長１ｍ
当たり

材積１m３

当たり
ほだ木１本
当たり

列長材積本数

（分 /ｍ）（分 /m３）（秒 /本）（m）（m３）（本）試験区１）

１．８１５．２６．９０３．２０．３８０５０Ａ区

２．０２１．５９．６０４．００．３７２５０Ｂ区

２．０１８．６９．９０４．１０．４４４５０Ｃ区

１）Ａ区：よろい，Ｂ区：合掌，Ｃ区：棚



　２．害菌発生状況および菌糸蔓延率

　育成期間中の水分管理の結果は，散水回数６回，降雨３００㎜相

当の散水量であった。同一期間の当センターでの降水量観測値は

４００．０㎜，１．０㎜以上の降雨日数は４０日であった。

　害菌発生状況および菌糸蔓延率の調査結果を表－２に示した。

　害菌は，クロコブタケ，シトネタケなど数種の発生が確認され，

クロコブタケの発生が多かった。各試験区の平均被害程度は，種

菌接種後８ヶ月ではＣ区が高い傾向がみられたが，１８ヶ月経過

後では差はなかった。

　蔓延率については，当センターの標準的な伏せ込み方法である

Ａ区が他の試験区より高い傾向がみられたが，Ｃ区の蔓延率でも

大分県の同時期における平均的な値であった。

　害菌発生状況および蔓延率については，異なる品種を用いた以

前の報告（石井，２００１）と同様の結果が得られ，水分管理を前提

とすれば，人工ほだ場においては，伏せ込みの型式に関係なくほ

だ木育成が可能であると考えられる。

　３．子実体発生量

　子実体発生量調査は現在も継続中であるが，１年次の結果につ

いて表－３に示した。ほだ起こし作業を行わなかったＡ，Ｂ，Ｃ

の３試験区の子実体発生量（以下，発生量とする）がほだ起こし

作業を行った試験区より多かった。

　一般的には，ほだ起こし作業の時期は品種により異なっており，

発生量に影響を与えると言われている。しかし，今回供試した低

温性品種については，ほだ起こし作業を省略したことが子実体発

生量に負の影響を与えていないことが示された。また，異なる品

種を用いた以前の報告（石井，２００１）でも同様の結果が得られて

いた。したがって，人工ほだ場を用いた乾シイタケ生産を考える

場合，これら低温性品種については，ほだ起こし作業は発生量を

確保するために必要不可欠な作業ではなく，効率的な生産を目的

とするならば省略可能な作業と考えられる。

　今後は，収穫作業時における工程調査のデータを蓄積し，伏せ

込み方法別の作業工程の比較をおこなうとともに，ほだ木育成工

程の結果とあわせて栽培工程全体の効率化の可能性について検討

を行いたい。

　なお，ほだ起こし作業を行わなかった試験区の発生量が多かっ

た原因は，今回の試験結果からは不明であり，環境要因の影響な

どについて今後検討したい。

Ⅳ．おわりに

　以上のように，栽培の工程単位でみた場合には，ほだ起こし作

業が省略可能な結果が得られた。特に，人工ほだ場では，作業の

集約が可能であり，効率的な運用を行うことにより，より省力的

な栽培の可能性が考えられる。今後は，収穫作業工程の検討を行

い，人工ほだ場を用いた乾シイタケの効率的な栽培体系を構築し

たい。

　最後に，本研究の調査および資料のとりまとめにご協力頂いた，

後藤末広，甲斐和恵，太田光恵の各氏に感謝の意を表します。
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表－２．害菌発生状況および菌糸蔓延率調査結果

菌糸蔓延率（％）害菌発生状況

断面表面種類数３）被害程度（％）２）

１回目１回目２回目１回目２回目４）１回目４）試験区１）

４２８６０．９１．０６　８Ａ区

３７７７０．７１．０６　８Ｂ区

２７６９０．６１．４７１３Ｃ区

１）試験区：Ａ区；よろい，Ｂ区；合掌，Ｃ区；棚
２）被害程度（％）＝Σ（ほだ木１本ごとの害菌占有面積）/ほだ木本数
３）種類数＝Σ（１本のほだ木に発生した害菌の種類数）/ほだ木本数
４）調査時：１回目；２００１年１１月，２回目；２００２年９月

表－３．１年次の子実体発生量調査結果

以前の調査２）今回の調査

個重乾重個重乾重試験区１）

５．１１８２０３Ａ区

５．０３８２６１Ｂ区

２．６６８３７３５．２６７８４２Ｃ区

２．４７５９１１５．８８５４４９対照区３）

　　　単位：乾重；g/m３，個重；g/個　
１）Ａ区：よろい，Ｂ区：合掌，Ｃ区：棚
２）石井，２００１
３）対照区は同一作業工程で，ほだ起こし作業（’０２/１１）を行った試験区

（２００３年１０月１８日　受付；２００３年１２月１１日　受理）


